
　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

教　　　科

算数Ａでは、「量と測定」「図形」、Ｂでは、「数
量関係」で、全国を上回っている。

特別支援教育支援員及び中学校における指導方法工夫改善のための教員配置による少人数指導の実施
教育研究会を核とした授業研究による学校力の向上

■愛別町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：1、児童数：11名）

○

【教科全体の状況】

【分析】

児童質問紙

【学校質問紙調査】

○

○

【児童質問紙調査】

○

○

児童自ら学級やグループで課題を設定し、
その解決に向けて話し合い、まとめ、表現す
るなどの学習活動を学ぶ校内研修をよく
行っている。

◎

【愛別町の学力向上策】

全国学力・学習状況調査の分析結果につい
て、調査対象学年・教科だけではなく、学校
全体で教育活動を改善するためによく活用
した。

学校質問紙
○

◎ 学習の手引を活用した家庭学習の習慣化及び規則正しい生活習慣づくりの推進
◎

児童自ら学級やグループで課題を設定し、その
解決に向けて話し合い、まとめ、表現するなど
の学習活動を学ぶ校内研修をよく行うととも
に、課題に基づいた話合いやまとめ、話し合っ
たことを表現するなどの活動を授業に取り入れ
たことにより、国語Bの「書くこと」、算数Bの「数
量関係」で全国を上回ったと考えられる。

算数の授業で問題の解き方や考え方が分かる
ノート指導を行ったことにより、算数Aの２領域
及びBの１領域で全国を上回ったと考えられる。

全国学力・学習状況調査の分析結果につい
て、調査対象学年・教科だけではなく、学校全
体で教育活動を改善するためによく活用したこ
とにより、国語の２領域等、算数の３領域で全
国を上回ったと考えられる。

国語Aでは、「書くこと」「伝統的な言語文化と
国語の特質に関する事項」で、全国を上回っ
ている。

○

「５年生までに受けた授業では、学級の友達
との間で話し合う活動をよく行っていた」と回
答した児童の割合が、全国を上回っている。

「算数の授業で問題の解き方や考え方が分
かるようにノートに書いている」と回答した児
童の割合が、全国を上回っている。

○

○
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　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

◎ 学習の手引を活用した家庭学習の習慣化及び規則正しい生活習慣づくりの推進
◎

○

特別支援教育支援員及び中学校における指導方法工夫改善のための教員配置による少人数指導の実施
教育研究会を核とした授業研究による学校力の向上

学校質問紙

【愛別町の学力向上策】

○

数学の授業において、習熟の遅いグループ
に対して少人数による指導を行い、習得でき
るようにした。

予習・復習や宿題をさせる際に、教科書の
活用をよく促した。

◎

○

数学の授業において、習熟の遅いグループに
対して少人数による指導を行い、習得できるよ
うにしたことにより、学習内容の定着が図られ、
国語・数学のすべての領域等で、全国及び全
道を上回ったと考えられる。

生徒が主体的に学習できるよう予習・復習や宿
題をさせる際に教科書の活用を促すことで家
庭学習の充実につながり、国語・数学のすべて
の領域等で、全国及び全道を上回ったと考えら
れる。

■愛別町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1、生徒数：15名）

○ 数学A・Bのすべての領域で、全国及び全道を
上回ったことは、すべての生徒が、「数学がで
きるようになりたい」と回答したことが要因であ
ると考えられる。

【生徒質問紙調査】

国語A・Bでは、すべての領域等で、全国を
上回っている。

教　　　科
数学A・Bでは、すべての領域で、全国及び
全道を上回っている。

○

○

○

【教科全体の状況】

【分析】

生徒質問紙

【学校質問紙調査】

「道徳の時間に、自分の考えを深めたり、学
級やグループで話し合ったりする活動に取り
組んでいた」と回答した生徒の割合が、全国
を上回っている。

すべての生徒が、「数学ができるようになり
たい」と回答している。

○

○
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前年度までに、予習・復習や宿題をする際に、

教科書の活用を促した

よく行った どちらかといえば、行った あまり行っていない 全く行っていない

100.0 
75.0 74.4 

16.0 16.9 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

愛別町 全道 全国
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当てはまる どちらかといえば、当てはまる
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